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FUTURE

「あるこ～ば！」を開催することが決まったことがきっかけとなり、参加企

業間の情報交換が活発になり、お互いの持っている人脈やリソースをお互いが

活かせる関係性になった。その結果、一社だけが協賛だけをしてブースの出展

もしていなかった地元の「伊丹ふれあい祭り」に「あるこ～ば！」として出張

オープンファクトリーを行ったり、一社だけが掲載されていた伊丹市の教育本

の企業情報を掲載する欄に「あるこ～ば！」として掲載されるなど、地域の方

に工場の魅力を知ってもらえるきっかけに繋がっている。また、「あるこ～

ば！」というコミュニティができたことで、直近では、大学や行政・金融機関

などの協力企業が増え、新たな仕事に繋がった実績ができたことや、地元の広

報媒体を中心に記事の掲載が増え、企業のPRに繋がっている。大学からも地域

に開かれた企業として学生の紹介が増え、採用応募者数が増えている。

さらに内向きの効果としても、オープンファクトリーを実施する準備を進め

る中で社員の意外な一面を出てきたことや、工場勤務の社員が社会を知るきっ

かけができ、実際の消費者視点を持つ機会を得られる実践の場としての教育訓

練を実施できたこと、さらには他部署との交流ができて、他の社員の活躍をみ

ることで新しい気づきを得た社員も出てきており、仕事へのモチベーションの

変化を感じることができたなど小さい成功体験が少しずつ増えてきている。

「あるこ～ば！」が生み出した地域の小さな産業革命の「芽」。これからの

成長に期待が寄せられる。

INNOVATION

歩こう・出会おう・創ろう

“あるこ～ば！”でつながる

まち・ひと・みらい

兵庫県の南東に位置する伊丹市初のオープンファクトリー「あるこ～ば！」。

JR伊丹駅の北側に広がる準工業地帯で実施される地域一体型オープンファク

トリーで、ネーミングの由来にもなっている楽しく歩いて巡れることが特徴。

ネーミングの、【ある】には工場がここに“在る”。【あるこ】には、このエリ

アで長年行われてきた町歩きイベントの文化と楽しく歩いて工場見学を巡るこ

とを表現。【こ～ば】には、『工場』とものづくりの魅力でつながる人々の交わ

る場として『交場』を表現している。

初回は様子見の企業も多く、ものづくり企業は２社での開催となったが、工場

見学やワークショップのほか、地元の飲食店や大学生がキッチンカーを出店。そ

の他、地元金融機関や行政なども地域を盛り上げるために仲間として参加した。

工場見学とキッチンカーを巡るスタンプラリーも行われ、まさに“あるこ～ば！

“が体現されたオープンファクトリーとなっており、大盛況の初開催となった。

FEATURES

2025年～

あるこ～ば！

歩いてつながる町工場

新たな仲間が集まる“こうば”へ
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開始年 ： 2025 年

開催回数： 1回

開催期間： 9月(2025年)、5月22日～23日（2026年）

参加企業：社（2025 年）

来訪者数： 200人（2025 年）

主催 ：あるこ～ば！実行委員会

●事務局連絡先

あるこ～ば！実行委員会

事務局／株式会社精和工業所 広報

TEL 072-782-0281

「あるこ～ば！」は、地域の人々や町工場関係者にも広く門戸を開いており、

来場者にものづくり企業の現場を実際に見学し、ワークショップなどを通して

プロの技術や創意工夫を体感してもらいその魅力を知ってもらうため、ものづ

くり企業だけでなく、地域の産業を支える多くの仲間を積極的に募集。他地域

の様々なイベントへも「あるこ～ば！」として飛び出し、認知度を高め、次年

度はまた新しい仲間が増えての開催となる見込みだ。

「あるこ～ば！」が伊丹のものづくりコミュニティの新たな一歩となるきっか

けとしてこれからの活動が期待される。

まちと産業を結ぶ新たな一歩へ



TOPICS

誕生秘話

TRIGGER & STORY
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取り組みを支える屋台骨 ともにあゆむ 
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今後のさらなる発展を見据えて、実行委員会全員の想いが詰

まったコンセプトブックを作成。

QRコードでリンクがあれば！

あるこ～ば！発足のきっかけとなった㈱精和工業所と㈱エムア

ンドエーは、隣の企業だったにも関わらず、お互い何の会社か知

らなかった。さらに各社が単体でオープンファクトリーをこじん

まりとやっていたがその存在すら知らなかった。そんな中、㈱精

和工業所から㈱エムアンドエーに製品開発の仕事として相談の話

があり、話をする機会があった際に製品の話はそっちのけでオー

プンファクトリーの話で盛り上がったのが、誕生のきっかけ。お

互い単体でやっていたが、社内向けや取引先向けに留まっており、

発展の仕方がわからず、外部への発信もしていなかった。意気投

合してからお互いの工場を見学し合うことで事業内容を理解し、

オープンファクトリーへの思いを通わせ、お互いのネットワーク

を武器に様々な協力者を募り、構想からわずか半年であるこ～

ば！の開催まで猪突猛進で進めることができた。

コンセプトブック作成

仕掛け人 仕掛け人と企画・運営を担う中核的存在

ONE TEAM
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OFの様子（写真）

OFの様子(写真)

実行委員

株式会社エムアンドエー

株式会社精和工業所

株式会社パウレック

伊丹まち未来株式会社 内田さん

株式会社精和工業所

代表取締役社長 原 克彦

株式会社エムアンドエー

代表取締役 金澤 忠幸

（写真）

（写真）
株式会社精和工業所

伊東さん

株式会社エムアンドエー

山﨑 真子

（写真）

（写真）

協力

尼崎信用金庫

伊丹商工会議所

伊丹まち未来株式会社

みなと銀行株式会社

事務局

企画・広報
株式会社エムアンドエーは、商業空

間や店舗内装の設計・製作・施工を

一貫して手がけるものづくり企業。

工場はまちと未来に開かれる存在で

あるべきだと考えるようになり、自

社工場もガラス張りで新築し、いつ

でも製作の様子を見ることができる。

内田さんからのコメント。

精和工業所さんからのコメント。
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